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本研究は，高知市都市圏における公共交通利用者の利用日の間隔を，当該地域で利用されるICカード

「ですか」の1年分の利用履歴を活用して分析する．具体的には，各公共交通利用者の利用間隔の日々の

パターンを集計し，その変化にどのような特性があるのかを把握するものである．分析では，各日の利用

の有無を出現した全ての利用者について集計し，そのパターンをクラスター分析にて分類し，特性を整理

した．その結果，何らかの理由で公共交通の利用を止める利用者のうち，徐々に利用を減らしている利用

者層もあることがわかった． 
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1. はじめに 
 
近年，わが国の地方都市における公共交通路線の

再編は，その都市の活性化のためにも急務であり，

既に路線再編に向けた様々な検討がなされている．

例えば高知市では，市全域における路面電車や路線

バスなどの公共交通機関を活性化し，持続的な公共

交通体系を構築するための検討が公共交通事業者や

自治体により進められている．また，公共交通機関

相互の乗り継ぎや利便性が確保できるように，交通

結節点の設定を将来的な公共交通体系の指針として

計画を進めている．しかしながら，路線の再編を検

討する際に，公共交通の利用実態がデータから示さ

れた上での検討が少ないのが現状である．したがっ

て，公共交通利用者がどのようなトリップ特性を持

っているのかが分からないため，公共交通活性化の

ためのマーケティングが実態に伴って検討されてい

るとは言えないのが実情である． 
 一方で，筆者らを含む多くの研究者が，公共交通

機関で利用が可能となってきてたICカードから得ら

れる情報を活かして研究を進めている1)-4)．そこで

本研究は，公共交通を活性化させるためのマーケテ

ィングや路線再編のための基礎的な知見を整理する

ために，公共交通機関での運賃払いで利用されてい

るICカードから得られる利用者の公共交通利用履歴

を用いて，各利用者の日々の公共交通利用特性を分

析する．具体的には，各利用者の公共交通を利用し

た日の間隔を集計し，その変化にどのような特性が

あるのかを把握するものである．分析では，各日の

利用の有無を出現した全ての利用者について集計し，

そのパターンをクラスター分析にて分類し，公共交

通の利用間隔の変化に関する知見を整理するもので

ある．特に本稿では，公共交通の利用日の間隔の変

化について着目し，公共交通の利用促進のために重

要となるランダムに出現する低頻度利用者層，徐々

に利用間隔が広くなる利用者層が存在するか否かに

ついて着目してICカードデータを解析する． 
 
 
2. 研究の対象 
 
(1) ICカード 「ですか」 

ICカード「ですか」は，平成21年1月25日に利用

が開始され，路面電車及びバスで利用可能なICカー

ドである．2017年4月現在，とさでん交通，県交北

部交通，高知東部交通，高知西南交通，高知高陵交

通，高知駅前観光の各路線(貸切・高速バス除く)，
ジェイアール四国バスの大栃線，土佐市ドラゴンバ

スで利用することができる(図-1参照)．カードは主

に無記名式，紛失時対応の記名式と定期券で構成さ

れている．さらに，年齢によってもカードが分類さ

れ，本研究では，小学生まで(12歳となる年度の４

月１日まで利用可能)の小児用と，65歳以上のナイ

スエイジ，それ以外の，大人(記名，無記名)，身障
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者を加えた合計5種類のカードを分析の対象とする． 

 
(2)  本研究で用いるICカードデータ 
本研究で用いるICカード「ですか」データは，平

成26年10月1日から平成27年9月30日の1年間で取得

されたものである．データを取得した365日間の内，

平日は246日間で，暦上の休日(土・日・祝日)は119
日間であった．分析に用いるデータの概要は表-1の
通りである．なお，365日間に出現したICカードID
数は55,784人分であり，その利用状況は図-2の通り

である．本稿では，同じカードIDが出現した場合

には，同じ利用者が公共交通を利用しているものと

仮定して分析した．また，データ取得期間における 
 
 

高速自動車道 国道 県道
 

図-1．「ですか」を利用可能な停留所の分布例 

 
 

表-1． 本研究で使用する DESUCA データの概要 
項目 内容

データ取得期間 平成26年10月1日(水)　～　平成27年9月30日(水)

データ内容
年月日，カードＩＤ，券種，

利用交通機関，乗車時刻，降車時刻，
乗車停留所，降車停留所，利用区分，移動距離

交通機関

とさでん交通(旧土佐電氣鉄道(路面電車・バス)，旧高知県交通バ
ス)，

県交北部交通，高知東部交通，高知西南交通，
高知高陵交通，高知駅前観光の各路線(貸切・高速バス除く)  
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図-2．DESUCAカード利用者の利用日数分布 

 
表-2． 各クラスターの人数 

クラスター番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

該当者数 873 2,505 976 502 2,476 8,465 35,509 1,748 896 1,834

 

ICカードの利用率は，地域によりばらつきが大きい

ものの，ICカードの管理会社へのヒアリングより約

70%程度であった．ここで図-2を確認すると，365
日間で1日や数日利用しただけの低頻度利用者が 6
割以上を占めている．一方で，19日から21日の利用

者数も一定量おり，高頻度に公共交通を利用する利

用者層が存在していることが分かる． 
 
 
3. 利用間隔の変化特性の分析 
 
(1) 分析方法 

本稿では，公共交通利用者が 1 年間で公共交通を

利用した日の間隔の変化にどのようなパターンがあ

るのかを把握する．また，それらのパターンについ

て公共交通事業者がマーケティングすべきパターン

を整理する．これにより，以下に説明するクラスタ

ー分析により利用者層を分類する際に着目すべき点

を整理する． 
本研究で分析する公共交通利用日の間隔は，各利

用者がある日に出現したかどうかを判定し，その前

後の利用日との間隔の変化を把握するものである．

これを対象である 55,748 人分集計する．本研究で

は，全ての利用者のある日の公共交通利用の有無を

整理したデータを非階層クラスター分析によりグル

ープ分けするものである． 
クラスター分析から得られる情報より，利用間隔

の変化に特徴がある利用者層が存在するかどうかを

把握する．具体的には，1) ランダムに出現する低

頻度利用者層，2)継続的に出現する高頻度利用者層，

3)ある日を境に利用する/利用しなくなる利用者層，

4)徐々に利用間隔が狭くなる利用者層，5)徐々に利

用間隔が広くなる利用者層のそれぞれが存在しうる

かどうを把握する．したがって，本稿の仮説として

は，1)や 4)のような利用者の利用間隔を維持したり，

狭くしたりすることが，今後の公共交通の利用促進

のために必要であろうと考えている． 
 

(2) 分析結果 

 表-2 には，クラスター分析で分類された利用者

数を示している．各クラスターの特徴は後述してい

くが，クラスター7 が 35,509 人と最も多く，次いで

クラスター6 が 8,465 人と続き，両クラスターで本

稿で分析対象の約 79%を占める結果となった． 
 次に，各クラスターの特徴を図-3から12にて把握

する．それぞれの図は，縦軸に個別IDを出現タイ

ミングの早い順に400名分，横軸に平成26年10月1日
から平成27年9月30日までの日数を示しており，あ

る利用者のトリップが発生した日を赤で示している

ものである．まず，クラスター1(図-3)は，1年を通

じて日々トリップが発生した高頻度利用者が多く属

していることが分かる．クラスター2(図-4)は，1年
を通じてトリップが見られるものの，クラスター1
に比べるとその間隔が広い傾向を持っている．クラ

スター3(図-5)は，夏頃を境に利用間隔が長くなる 
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図-3．クラスター1に属する利用者の利用間隔の変化 
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図-4．クラスター2に属する利用者の利用間隔の変化 
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図-5．クラスター3に属する利用者の利用間隔の変化 
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図-6．クラスター4に属する利用者の利用間隔の変化 
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図-7．クラスター5に属する利用者の利用間隔の変化 
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図-8．クラスター6に属する利用者の利用間隔の変化 
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図-9．クラスター7に属する利用者の利用間隔の変化 
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図-10．クラスター8に属する利用者の利用間隔の変化 
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図-11．クラスター9に属する利用者の利用間隔の変化 

 
 

2014年10⽉1⽇ 2015年9⽉30⽇
ID
1

ID
400

 
図-12．クラスター10に属する利用者の利用間隔の変化 

 
傾向を持っている．クラスター4(図-6)は，データ

収集期間途中から初めて出現する利用者と当初から

出現する利用者が混在し，出現後は比較的利用間隔

が狭い利用者が属している．クラスター5(図-7)は，  
クラスター1のように高頻度に公共交通を利用して

いるものの，平日のみの出現のように一定の間隔で

出現する利用者が多いクラスターである．クラスタ

ー6(図-8)は，データ収集期間の全体的に利用間隔

が比較的広い傾向を持っている．クラスター7(図-
9)は，出現当初は狭い利用間隔で公共交通を利用し

ているものの，その後，間隔が大きく拡大する傾向

である．クラスター8(図-10)は，クラスター4のよ

うに，期間の途中から出現し始め，その後は継続的

に公共交通を利用している利用者層である．クラス

ター9(図-11)は，クラスター1のように利用間隔が

狭く通年で公共交通を利用している利用者層が見ら

れる．クラスター10(図-12)は，出現当初から徐々

に利用間隔が広がり，春頃には公共交通の利用がほ

ぼ見られなく利用者層である． 
 以上の事から，本稿で仮説として立てた5つの行

動パターンについて，より綿密なデータ集計をした

上でクラスターの特徴を考察する必要があるものの，

概ね仮説で立てた利用間隔の変化のパターンが見ら

れることが分かった．したがって，利用間隔の変化

に着目する事により，公共交通の利用を止める行動

を把握できる可能性を示すことができたと言える． 
 
 
4. おわりに 
 
本研究は，高知市都市圏を対象としてICカード

「ですか」データから得られる公共交通利用者の

日々の利用間隔の変化を把握した．具体的には，公

共交通の利用を止める行動に着目し，各利用者の利

用日の間隔の変化についてクラスター分析によりそ

の特性を類型化した．その結果，公共交通の利用を

止める可能性が高いと思われる低頻度利用者や徐々

に利用間隔が広くなる利用者が存在することが明ら

かとなった．地方都市における公共交通の維持のた

めには，このような利用者の利用頻度をいかに維持

するか，もしくは増やしていくかが求められる．一

方で，利用間隔が狭くなる利用者の層も見られ，そ

の要因も探っていく必要がある．  
今後は，本稿で構築した基礎データに加えてICカ

ードデータや他のデータから得られる利用者の詳細

な移動に関する情報も活用し，利用間隔が変化する

点を検知する方法を構築する必要がある．それによ

り，公共交通利用者がその利用を止める行動を特定

し，地方都市において公共交通の利用を止める行動

が発生するメカニズムについて研究を進める必要が

ある． 
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